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○
…
「
異
論
は
な
い
が
、
前
に
進
め
る
気

が
な
け
れ
ば
、
ま
さ
に
絵
に
描
い
た
餅
だ
」。

９
月
24
日
、
自
民
党
総
裁
に
再
選
さ
れ
た
安
倍

晋
三
首
相
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
新
し
い
「
三
本

の
矢
」
を
示
し
、
具
体
策
の
１
つ
と
し
て
「
介

護
離
職
ゼ
ロ
」
を
打
ち
上
げ
た
。
２
０
２
０
年

に
向
け
て
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
ら
の
雇

用
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
生
産
性
革
命
を
進
め
る

と
い
う
。

○
…
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
家
族
な

ど
の
介
護
を
理
由
に
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い

「
介
護
離
職
者
」
は
年
間
約
10
万
１
千
人
。
こ

れ
に
定
年
退
職
後
も
働
く
気
持
ち
が
あ
り
な
が

ら
、
再
雇
用
や
雇
用
延
長
を
諦
め
て
し
ま
う
人

を
含
め
る
と
、15
万
人
と
も
20
万
人
と
も
。「
技

術
者
や
経
験
豊
富
な
離
職
者
が
少
な
く
な
い
。

も
っ
た
い
な
い
」
と
経
済
部
記
者
が
続
け
る
。

○
…
「
育
児
・
介
護
休
業
制
度
が
あ
る
が
、

12
年
度
調
査
で
は
介
護
休
業
の
利
用
率
は
た
っ

た
３
・
２
％
。
使
い
に
く
い
制
度
に
も
問
題
が

あ
る
が
、
企
業
に
は
取
り
づ
ら
い
雰
囲
気
が

残
っ
て
い
る
。
特
養
入
居
待
機
者
が
約
15
万
人

も
い
る
」
と
社
会
部
記
者
。
安
倍
首
相
は
支
援

策
と
し
て
特
養
な
ど
介
護
保
険
施
設
の
整
備
や

介
護
人
材
の
育
成
を
掲
げ
た
が
、「
安
倍
さ
ん

の
本
気
度
に
期
待
し
よ
う
」
と
経
済
部
記
者
が

結
ん
だ
。（
楢
）
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▽
自
立
（
律
）
を
支
え
る
こ
と
が
基
本

開
会
挨
拶
の
後
、
推
進
協
研
修
委
員
会
の

池
原
香
幹
事
が
「
一
斉
一
律
の
ケ
ア
か
ら
個
別

ケ
ア
の
『
考
え
方
』
を
理
解
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
多
床
室
で
個
別
ケ
ア
を
実
施
す
る
上
で
の

心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

（
講
演
の
要
旨
）
か
つ
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
は
画
一
的
、
管
理
的
、
集
団
的
な
ケ

ア
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
ず
、
入
所
者
は
自
分
ら
し
い
生
活
が

失
わ
れ
、「
生
活
の
施
設
化
」
と
い
う
状
況
が

起
き
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
や
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
実
施
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

入
居
者
を
介
護
の
対
象
者
と
し
て
接
す
る
の
で

は
な
く
、
利
用
者
が
望
む
こ
と
を
、
そ
の
人
の

意
思
に
基
づ
い
て
ケ
ア
す
る
「
個
別
ケ
ア
」
が

大
切
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

個
別
ケ
ア
は
、
介
護
の
必
要
度
に
関
わ
ら

ず
、
入
居
者
ひ
と
り
一
人
の
尊
厳
を
守
り
、
そ

の
人
が
望
む
生
活
を
そ
の
人
の
自
立
（
律
）
を

支
え
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
多
床
室
で
も
十

分
可
能
だ
。
単
純
に
「
一
対
一
で
関
わ
る
か
ら

個
別
ケ
ア
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
に

１
枚
の
パ
イ
が
あ
る
。
５
人
の
入
居
者
に
ど
う

分
け
る
か
。
答
え
は
、
５
等
分
す
る
の
で
は
な

く
、
ひ
と
り
一
人
の
好
み
な
ど
に
よ
っ
て
切
り

分
け
る
こ
と
だ
。

▽
従
来
型
で
も
導
入
は
可
能

午
後
は
、
２
つ
の
事
例
発
表
か
ら
始
ま
っ

た
。
ま
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と
多
床
室
の
混

合
施
設
で
あ
る
馬
室
た
ん
ぽ
ぽ
翔
裕
園
（
埼
玉

県
鴻
巣
市
・
赤
坂
弘
美
施
設
長
）
の
山
本
緑
介

護
主
任
と
島
田
千
鶴
介
護
支
援
専
門
員
が
発
表

し
た
。「
ユ
ニ
ッ
ト
型
だ
か
ら
で
き
る
け
ど
、

従
来
型
で
は
難
し
い
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
従
来
型
で
も
導
入
可
能

な
ケ
ア
に
取
り
組
も
う
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
思
考

で
考
え
、
排
泄
介
助
で
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
導

入
、
16
時
間
夜
勤
か
ら
８
時
間
夜
勤
へ
の
変
更

事
例
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、の
ぞ
み
の
杜
（
長
崎
県
西
彼
杵
郡
・

池
原
香
施
設
長
）
の
川
村
知
香
子
部
長
が
従
来

型
の
４
人
部
屋
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
へ
移
行

し
た
際
の
取
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ケ
ア
を
導
入
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

実
際
に
は
一
律
の
ケ
ア
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に

気
付
き
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
入
浴
、
夜
勤
３
交
代

制
を
徐
々
に
導
入
し
て
い
っ
た
と
い
う
。ま
た
、

そ
の
人
を
知
る
こ
と
、
尊
厳
を
守
る
こ
と
、
自

立
（
律
）
支
援
、
根
拠
を
理
解
し
て
行
う
介
護

の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
た
。
最
後
に
「
諦
め

な
い
事
が
大
事
。
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
個

別
ケ
ア
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
気
付
く
。
迷
っ

た
ら
理
念
に
戻
れ
ば
よ
い
」
と
理
念
の
共
有
の

大
切
さ
を
強
調
し
た
。

事
例
発
表
後
、
井
手
明
利
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
推
進
事
業
室
長
、赤
枝
眞
紀
子
事
務
局
長
、

池
原
氏
と
赤
坂
氏
の
4
名
で
個
別
ケ
ア
に
つ
い

て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

推
進
協
で
は
、
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
り
自

宅
と
変
わ
ら
ぬ
生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
理
念
の
共
有
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
援
す
る

に
は
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
や
日
々
の
暮

ら
し
か
ら
情
報
を

読
み
取
り
、
そ
の

人
の
思
い
を
知
る

こ
と
が
、
入
居
者

の
望
む
暮
ら
し
や

質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

今
後
も
、
気
付

き
を
高
め
て
入
居

者
主
体
の
生
活
支

援
に
つ
な
げ
る
個

別
ケ
ア
研
修
を
継

続
し
て
行
う
。

個別ケア研修会

気
付
き
を
高
め
て
入
居
者
主
体
の
ケ
ア
へ

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
９

月
25
日
、
個
別
ケ
ア
実
践
ヒ
ン
ト
研
修
会
を
従
来
型
施
設
を
対
象
に
開
催
し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
従
来
型
で
も
ユ
ニ
ッ
ト
型
で
も
暮
ら
し
の

主
役
が
入
居
者
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
推
進
協
は
今
後
と
も
入
居
者
全
体

の
生
活
支
援
に
つ
な
が
る
個
別
ケ
ア
研
修
を
続
け
る
方
針
。

池原幹事

井手室長

島田氏山本氏

川村氏

介
護
給
付
費
分
科
会

第
１
２
４
回
介
護
給
付
費
分
科
会
は
介
護

事
業
経
営
実
態
調
査
の
精
度
を
高
め
る
た
め
調

査
を
改
定
前
後
２
回
か
ら
３
回
に
増
や
し
、
ま

た
調
査
期
間
を
１
か
月
分
か
ら
１
年
分
に
変
更

す
る
こ
と
を
決
め
た
＝
４
面「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」

参
照
。

自
民
党
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
介

護
推
進
議
員
連
盟
（
会
長
・
麻
生
太
郎
副
総
理

兼
財
務
相
）
の
役
員
会
が
９
月
25
日
、
事
業
者

ら
を
交
え
て
医
療
・
介
護
に
係
る
税
制
に
つ
い

て
財
務
省
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
い
た
。
29
年

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
主
に
消
費

税
の
仕
組
な
ど
に
関
す
る
説
明
や
質
疑
が
行
わ

れ
た
。

財
務
省
は
、
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
が
「
社

会
政
策
的
な
配
慮
か
ら
非
課
税
と
さ
れ
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、
26
年
度
の
8
％
引
き
上
げ

で
は
介
護
事
業
所
に
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

０
・
63
％
の
介
護
報
酬
を
上
乗
せ
し
た
こ
と
や
、

昨
年
12
月
の
税
制
改
正
大
綱
（
負
担
の
公
平
化

や
仕
入
れ
税
額
相
当
額
分
の
「
見
え
る
化
」
な

ど
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
「
非
課
税
」
と
「
ゼ
ロ
税
率
」
と
の

違
い
に
つ
い
て
、
非
課
税
は
仕
入
税
額
分
を
そ

の
ま
ま
売
価
に
上
乗
せ
す
る
の
で
、
税
務
署
へ

の
申
告
が
不
要
。
一
方
、
ゼ
ロ
課
税
は
軽
減
税

率
の
1
種
で
、
売
価
に
上
乗
せ
し
な
い
の
で
仕

入
税
額
を
税
務
署
に
申
告
し
て
還
付
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
│
な
ど
と
説
明
し
た
。

質
疑
で
は
、
事
業
者
か
ら
「
非
課
税
と
言
っ

て
も
、
医
療
と
介
護
が
仕
入
全
額
の
最
終
負
担

者
に
な
っ
て
い
る
」
と
改
善
を
求
め
る
意
見

な
ど
が
出
た
。

武
見
敬
三
幹

事
長
は
「
各

団
体
が
（
税

制
に
対
す
る
）

考
え
を
書
面

で
ま
と
め
て

い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ

た
。 ケ

ア
シ
ス
テ
ム
介
護
議
連

消
費
税
の
仕
組
み
な
ど
を
説
明　

財
務
省

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
介
護
議
連
が
税
制
勉
強
会
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税制勉強会

前
後
３
回
調
査
に
変
更

介
護
事
業
経
営
実
態
調
査

厚
生
労
働
省
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
の
整
備
を
支
援
す
る
た
め
割
増
償
還
期
間
を

２
年
間
延
長
す
る
よ
う
求
め
る
│
な
ど
28
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
事
項
を
ま
と
め
、
財

務
省
に
提
出
し
た
。

以
下
、
分
野
別
の
主
な
要
望
事
項
（
抜
粋
）。

【
介
護
・
社
会
福
祉
】

○
サ
高
住
の
割
増
償
還
期
間
の
適
用
期
間

を
現
行
の
５
年
間
か
ら
２
年
延
長
す
る
と
と
も

に
、
医
療
・
介
護
施
設
と
の
併
設
が
可
能
と
な

る
よ
う
併
設
要
件
を
追
加
す
る
○
障
害
者
総
合

支
援
法
の
見
直
し
に
伴
い
、
必
要
な
税
制
措
置

を
講
ず
る
│
な
ど
。

【
健
康
・
医
療
】

○
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た

め
要
指
導
医
薬
品
及
び
一
般
用
医
薬
品
を
年
間

１
万
円
以
上
購
入
し
た
世
帯
を
対
象
と
す
る
所

得
控
除
制
度
を
創
設
す
る
○
が
ん
検
診
、
特
定

健
診
、
予
防
接
種
、
人
間
ド
ッ
グ
な
ど
の
費
用

を
対
象
に
所
得
控
除
制
度
を
創
設
す
る
○
消
費

税
率
10
％
の
予
定
に
合
わ
せ
、
診
療
報
酬
に
含

ま
れ
る
税
額
相
当
分
を
「
見
え
る
化
」
し
、
医

療
関
係
者
ら
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
消
費
税

課
税
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
○
社
会
保
険
診
療

報
酬
の
事
業
税
の
非
課
税
措
置
を
存
続
す
る
○

医
療
機
関
が
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
、
Ｉ
Ｃ

Т
化
推
進
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善

な
ど
に
資
す
る
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場
合
、

特
別
償
却
ま
た
は
税
額
控
除
す
る
制
度
を
創
設

す
る
│
な
ど
。

【
医
療
保
険
】

○
低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
判
定
所
得
を
見
直
す
│
な
ど
。

サ
高
住
の
割
増
償
却
延
長
な
ど
を
要
望

28
年
度
税
制
改
正　

厚
労
省

従
来
型
対
象
に
初
の
個
別
ケ
ア
研
修
会

そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る
生
活
支
援
と
は
？

赤坂氏赤枝事務局長
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９
月
25
日
、
井
手
明
利
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
推
進
事
業
室
長
と
推
進
協
事
務
局
の
佐
藤
理

絵
が
三
菱
総
合
研
究
所
（
東
京
都
千
代
田
区
）

主
催
の
「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
に
関
す
る
調
査
研
究
試
行
研
修

準
備
」
の
第
1
回
打
合
せ
に
出
席
し
た
。

現
行
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
平
成
15
年
に
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

昨
今
は
当
時
と
比
べ
る
と
、
重
度
化
や
認
知
症

の
増
加
等
に
よ
り
入
居
者
の
状
態
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
介
護
職
員
に
求
め
ら
れ
る
技
術

や
知
識
も
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
担
う
職
員
の
研
修
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
25
〜
26
年
度

の
2
年
間
に
わ
た
り
、
老
健
事
業
の
一
環
と
し

て
検
討
さ
れ
て
き
た
。

今
年
度
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
試
行
研
修

用
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
委
員
と
し
て
参
加
し
て
き
た
推
進
協
も
一

翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
29
年
度
か
ら
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
を
開
始
、
30
年
度
末
に

終
了
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

8
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
検
討
委

員
会
で
は
執
筆
分
担
が
決
ま
っ
た
。（
分
担
は

は
別
表
の
と
お
り
）
今
回
は
、
執
筆
に
際
し
て

各
章
の
助
言
お
よ
び
指
導
を
す
る
担
当
検
討
委

員
と
、
初
稿
の
原
稿
締
切
日
が
決
ま
っ
た
。

作
成
し
た
原
案
に
対
し
て
推
進
協
、
日
本

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
、
全
国
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
、
厚
労
省
お
よ
び
三
菱
総
研
で

相
互
レ
ビ
ュ
ー
を
行
な
う
。

そ
の
後
、
三
菱
総
研
が
レ
ビ
ュ
ー
結
果
を

執
筆
担
当
団
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
各
団

体
で
原
案
を
修
正
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
最

終
案
を
確
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

各
章
の
担
当
検
討
委
員
は
次
の
と
お
り
。

・
Ｂ
章
：
江
畑
直
樹
氏

 　
　
　
（
日
本
経
営
戦
略
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
次
長
）

・
Ｃ
章
：
山
口
健
太
郎
氏

 　
　
　
（
近
畿
大
学
建
築
学
部
准
教
授
）

・
Ｄ
章
：
田
中
涼
子
氏

 　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
総
合
施
設
も
も
や
ま
前
園
長
）

・
Ｅ
章
：
江
畑
直
樹
氏

11
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
初
稿
を
三
菱
総

研
へ
送
付
し
、
相
互
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
12
月

2
日
（
水
）
の
第
２
回
打
合
せ
で
協
議
を
す
る

予
定
。

作
業
部
会
は
１
月
中
旬
ま
で
に
全
４
回
、

検
討
委
員
会
は
１
月
末
と
３
月
末
に
開
催
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（2）

9
月
11
日
、
沖
縄
支
部
（
上
里
絹
代
支

部
長
）
は
谷た

ん
ち
ゃ
の
お
か

茶
の
丘
（
沖
縄
県
恩
納
村
・
玉

城
篤
子
所
長
）
の
「
雅
」
大
ホ
ー
ル
で
、
沖

縄
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
は
県
内
の
個
室

型
施
設
を
対
象
に
年
3
回
開
催
さ
れ
、
本
年

度
第
1
回
目
の
今
回
は
６
施
設
26
名
が
参
加

し
た
。

前
半
は
上
里
支
部
長
が
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
実
践
」
に
つ
い
て
講
演
し
、
後
半
は
質

疑
応
答
の
形
式
で
進
行
し
た
。

今
回
の
演
題
は
、「
参
加
施
設
の
中
に
は

開
設
し
た
ば
か
り
の
施
設
だ
っ
た
り
、
開
設

し
て
か
ら
年
数
が
経
っ
て
い
て
も
、
職
員
が

定
着
し
な
い
状
況
で
な
か
な
か
個
別
ケ
ア
の

実
践
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
」
な
ど

の
話
が
開
催
施
設
か
ら
あ
り
、「
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
の
基
本
か
ら
見
直
そ
う
」
と
の
意
見
で

ま
と
ま
っ
た
。

後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、
家
族
会
の
立

ち
上
げ
・
運
営
方
法
や
情
報
の
共
有
の
仕
方
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
と
介
護
記
録
の
連
動
方
法
、
ユ

ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
に
は
等
々
、
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
白

熱
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
と
な
っ
た
。　

沖縄地域ネットワーク形成会の様子

支
部
便
�

沖
縄
支
部　

  

第
1
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
会

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
見
直
し　

29
年
度
よ
り
移
行
予
定

推
進
協   

横
浜
市
の
認
知
症
介
護
実
践
者
養
成
機
関
に

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
社

会
福
祉
法
人
の
健
全
な
経
営
や
充
実
し
た
社
会
福
祉

政
策
を
目
指
し
て
、
現
場
の
皆
さ
ま
の
声
を
広
く
伝

え
る
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

電
話 

�
�-

�
�
�
�-

�
�
�
�　

(

直
通)

�
�
�
�
�
�
�
�
募
集

�
�
�
�
�
�

10
月
31
日
�
切

対象 特別養護老人ホームを経営されている社会福祉法人

内容

Webアンケート調査（四半期ごと）
＊業況や稼働率、雇用状況などに関する簡単な調査です

＊そのほかに年１～２回程度、特別調査をお願いすることがあります

・法人本部と特別養護老人ホームが同じ都道府県に所在していること

・毎回、調査に回答いただけること

・法人においても E-Mai アドレスを保有しており、Web上での回答が

  可能なこと

要件

モ
ニ
タ
ー
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構　

　

経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ
リ
サ
ー
チ
チ
ー
ム

　
　

☎ 

０
３
（
３
４
３
８
）
９
９
３
２

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
試
行
研
修
準
備
の
初
会
合
に
出
席

神
奈
川
支
部　

役
員
会

９
月
25
日
、
神
奈
川
支
部
（
広
嶋
稔
之

支
部
長
）
は
、
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
（
横
浜
市
港

北
区
・
辻
田
恭
子
施
設
長
）
で
役
員
会
を
開

催
し
た
。

神
奈
川
支
部
で
は
、
年
3
回
の
研
修
（
管

理
者
向
け
研
修
1
回
と
職
員
向
け
研
修
2

回
）を
基
本
と
し
て
、神
奈
川
県
下
の
ユ
ニ
ッ

ト
型
施
設
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
都
市
部
に
あ
る
神
奈
川
県
特
有
の
状
況

や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
基
本
的
理
解
の
研
修
を

中
心
と
し
て
職
員
向
け
に
60
名
か
ら
80
名
規

模
で
行
っ
て
き
た
。

今
回
は
、
後
期
の
職
員
向
け
研
修
に
つ

い
て
協
議
し
、
P
E
A
P
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ　

Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
ａ
ｌ　

Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ　

Ｐ
ｒ
ｏ

ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ｌ
、
認
知
症
高
齢
者
へ
の
環
境
指

針
）
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
「
高

齢
者
の
生
活
と
そ
の
環
境
」
の
授
業
で

P
E
A
P
に
つ
い
て
学
べ
る
が
、
受
講
対
象

者
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
ま
た
は
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
就
任
予
定
者
の
み
。
こ
の
研
修
で

は
、
相
談
員
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
携
わ
る
職
員
全
員
を
受
講

対
象
者
と
し
、
個
別
ケ
ア
の
基
本
を
理
解
す

る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
の
環
境
が
整
う
こ
と
で
様
々

な
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
実
践
が
可
能
と
な
る
こ

と
を
伝
え
、
各
施
設
で
認
知
症
高
齢
者
が
住

ま
う
と
い
う
こ
と
の
専
門
的
な
考
え
方
を
各

施
設
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

【
講
師
】
ケ
ア
と
環
境
研
究
会
代
表  

児
玉
桂
子
氏

　
【
日
時
】
平
成
27
年
12
月
16
日
（
水
）

　
　

 　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
場
所
】
神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館

4 期リーダー 11/1 〆切

推
進
協
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
が
自

立
（
律
）
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
支

援
す
る
実
践
的
な
知
識
と
技
術
を
学
べ
る

研
修
を
実
施
し
た
い
と
以
前
よ
り
考
え
て

い
た
。

４
月
か
ら
特
養
へ
の
入
居
資
格
要
件

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
入
居

者
の
重
度
化
が
進
み
、
認
知
症
高
齢
者
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
4
月
か
ら
新
設
さ
れ
た
「
認

知
症
加
算
」
の
取
得
も
影
響
し
て
か
、
認

知
症
介
護
研
修
の
受
講
が
狭
き
門
と
な
っ

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
だ
。

前
述
の
点
を
踏
ま
え
、
神
奈
川
県
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
議
会
の

秋
津
克
巳
会
長
の
協
力
を
得
て
、
ま
ず
は

横
浜
市
の
認
知
症
介
護
実
践
研
修
の
指

定
機
関
と
し
て
申
請
し
認
定
さ
れ
た
。
認

定
期
間
は
27
年
10
月
1
日
か
ら
33
年
9
月

30
日
ま
で
。
推
進
協
主
催
の
第
1
回
目
の

研
修
日
程
は
下
表
の
と
お
り
。
募
集
期
間

は
10
月
13
日
（
火
）
〜
11
月
30
日
（
月
）。

推
進
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

申
込
に
よ
り
受
付
を
行
な
い
、
定
員
（
80

名
）
に
達
し
次
第
締
め
切
る
。

受
講
料（
税
込
）は
、会
員
2
７
０
０
０
円
、

非
会
員
４
３
２
０
０
円
。

研修日程 開催場所
座学 平成 28年 1月 19日（火）

～１月 21日（木）
LEN貸し会議室「関内横浜スタジアム前」
〒 231-0023
神奈川県横浜市中区山下町 252
グランベル横浜ビル 9F　大会議室

座学 平成 28年 1月 26日（火）
～１月 27日（水）

他施設実習
平成 28年 2月 2日（火）
または 2月 3日（水）の

どちらか一日
自施設での実習 平成 28年 1月 28日（木）

～ 2月 25日（木）

実習報告会
（修了証書発行）

平成28年2月26日（金）
LEN貸し会議室「関内横浜スタジアム前」
〒 231-0023
神奈川県横浜市中区山下町 252
グランベル横浜ビル 9F　大会議室

章 分担
オリエンテーション 三菱総合研究所　事務局
A：ユニットケアを取り巻く社会的背景と展望 日本ユニットケア推進センター
B：ユニットリーダーの役割 全国個室ユニット型施設推進協議会
C-1：ユニットケアの理念と意義（入居者の理解） 日本ユニットケア推進センター
C-2：ユニットケアの理念と意義
　　　（高齢者の生活を支える居住環境の重要性）

日本ユニットケア推進センター

C-3：ユニットケアの理念と意義
　　　（ユニットケアにおける生活の支援）

日本ユニットケア推進センター

D：ケアのマネジメント 全国個室ユニット型施設推進協議会
E：ユニットのマネジメント 全国個室ユニット型施設推進協議会
F：統合と実践 三菱総合研究所　事務局

ホームページより応募受付中。http://hp.wam.go.jp/tabid/2019/Default.aspx

推
進
協
な
ど
が
試
行
用
テ
キ
ス
ト
作
成
へ

日本社会事業大学大学院特任教授
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あさくら苑では、毎月３回は外食の取り組みを行って

います。入居者の希望を伺い、お好きなところに行って

いただきます。特に、男性入居者に人気があるのは居酒

屋外出です。居酒屋、焼き鳥、焼肉などへ、入居者と職

員が一緒に夜の街へ繰り出します。普段は刻んだ食事の

入居者も、外での食事となると、焼き鳥や焼肉をそのま

ま美味しそうに召し上がる光景をみることができます。

外食は、法人理念のひとつである「自由な生活の実現」

を具体化した取り組みです。施設内でも焼肉やビールを

楽しむことはできますが、あえて外に出て楽しむことで、社会とのつながりを保ち、生活

の豊かさを育むことを目的としています。こういった取り組みを通じて、職員は入居者の「し

たかったこと」や「したいこと」をかなえていこうと努めています。（副施設長　富田祐理）

敬老の日の 9 月 21 日、近隣の福祉大学とのコラボ

レーションで入居者が主役のファッションショーが開

催されました。入居者にお気に入りの服を着て頂き、

大学の学生さんやメーキャップアーティストさんたち

がお化粧やヘアセットを担当。付添の職員にも魔法を

かけて頂きました。

(3)

Vol.101

社会福祉法人 樹陽会
特別養護老人ホーム プレジールの丘長崎県

特
養
が
ま
だ
措
置
の
時
代
、
民
生
委
員
の
方
に

付
き
添
わ
れ
一
人
の
女
性
Ｔ
さ
ん
が
一
通
の
封
筒

と
小
さ
な
バ
ッ
グ
を
大
事
そ
う
に
抱
え
入
所
さ
れ

ま
し
た
。
封
筒
の
中
に
は
「
献
体
登
録
の
書
類
」、

バ
ッ
ク
の
中
に
は
小
さ
な
「
御
位
牌
」
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｔ
さ
ん
の
本
籍
は
長
崎
市
丸
山
一
丁
目
一
番

地
、
長
崎
の
花
街
を
強
く
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た

一
人
の
女
性
で
し
た
。
陽
気
で
明
る
い
一
方
、
心

を
開
く
ほ
ど
友
好
的
で
は
な
く
、
当
時
は
多
床
室

で
し
た
の
で
同
室
の
方
と
度
々
口
論
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
時
折
見
せ
て
く
だ
さ
る
表
情
に

は
気
丈
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
Ｔ
さ
ん
の
強
さ
と
同

時
に
不
安
と
淋
し
さ
が
垣
間
見
え
る
も
の
で
し
た
。

徐
々
に
施
設
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
、
ご
自
身
の

こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
事
に
さ
れ
て
い
た
御
位
牌
は
流
産
し
て
し
ま
っ

た
我
が
子
の
位
牌
。
献
体
登
録
は
、
そ
れ
以
外
に

自
分
に
は
方
法
が
な
か
っ
た
と
…
。
御
位
牌
を
抱

き
し
め
「
こ
の
子
が
居
れ
ば
…
」、
そ
し
て
「
最

期
ま
で
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
の
が
Ｔ
さ

ん
の
口
癖
で
し
た
。
穏
や
か
な
暮
ら
し
の
中
に
も

老
い
の
階
段
を
一
段
一
段
降
り
た
十
一
年
目
の
秋
、

職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
看
取
ら
れ
な
が

ら
静
か
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

ご
逝
去
を
連
絡
す
る
と
御
遺
体
は
直
ぐ
に
大
学

病
院
へ
、
呆
気
な
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
翌

日
「
献
体
後
の
御
遺
骨
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
」
と

の
思
い
も
か
け
な
い
質
問
に
、
咄
嗟
に
で
た
言
葉

は
「
引
き
取
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」。

十
一
年
間
、
一
番
近
く
に
居
た
の
で
す
、
Ｔ
さ

ん
が
大
切
に
し
て
い
た
御
位
牌
も
施
設
に
残
し
た

ま
ま
、
一
人
の
人
間
と
し
て
そ
の
時
代
を
強
く
生

き
抜
い
た
Ｔ
さ
ん
の
生
き
様
、
そ
し
て
、
向
こ
う

の
世
界
で
は
き
っ
と
会
え
る
で
あ
ろ
う
わ
が
子
の

位
牌
と
並
べ
て
ご
供
養
し
て
差
し
上
げ
た
か
っ
た

の
で
す
。

そ
し
て
、
二
年
半
後
、
大
学
病
院
か
ら
「
献
体

の
日
が
決
ま
り
ま
し
た
、
一
度
会
い
に
来
ら
れ
ま

す
か
…
」
の
知
ら
せ
に
再
び
戸
惑
い
な
が
ら
も
駆

け
つ
け
る
と
、
Ｔ
さ
ん
の
姿
が
そ
こ
に
横
た
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
と
て
も
美
し
く
顔
の
表
情
ま
で
も

呆
気
な
く
お
別
れ
し
た
あ
の
時
の
ま
ま
、
こ
こ
ま

で
き
れ
い
に
ご
遺
体
を
お
守
り
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
心
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
覚
え
て
い
ま
す
。

火
葬
さ
れ
遺
骨
と
な
っ
た
Ｔ
さ
ん
を
引
き
取

り
、
三
年
後
の
お
葬
式
を
職
員
と
共
に
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
最
期
ま
で
こ
こ
で
暮
ら
し

た
い
」
と
は
「
こ
こ
で
死
を
迎
え
た
い
」
と
い
う

Ｔ
さ
ん
の
願
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
も
施
設

に
隣
接
す
る
墓
地
の
一
角
で
安
ら
か
に
眠
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
お
墓
の
話
は
次
回
の
最
終
寄
稿
に
て
。

　
　
　
　
　
（
研
修
委
員
会 

幹
事　

池
原 

香
）

連
載　

第
５
回

◎
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看
取
り
と
向
き
合
う

社会福祉法人 一乗谷友愛会

あさくら苑（福井県）
施設長：山本武生

献
体
と
小
さ
な
位
牌

社会福祉法人 登豊会

岐南仙寿うれし野（岐阜県）
施設長：近石千恵美

あの日あの頃

シンデレラショー 入居者と一緒にランウェイを歩き、観客席へ向かって

元気に手を振られたり、照れくさそうに登場されたり、

皆さん思い思いにイベントを楽しんで頂けた様子です。

また、カメラの顔認証技術を使った測定で、メイク前後の笑顔度数を測定。入居者の中

には 10％から 95％に向上された方もおられたりと、「一番輝いていたあの日あの頃の笑顔

を取り戻す」のテーマのもと、会場全体が笑顔であふれる時間となりました。

                                                        ( 介護主任　杉田美智代 )

【
地
域
及
び
施
設
紹
介
】

「
プ
レ
ジ
ー
ル
の
丘
」
は
平

成
19
年
３
月
１
日
、
長
崎
市
立

山
２
丁
目
に
開
設
致
し
ま
し

た
。
長
崎
市
街
よ
り
高
台
に
位

置
し
て
お
り
、「
鶴
の
港
」
と

呼
ば
れ
る
長
崎
港
や
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
女
神
大
橋
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
、
施
設
に
訪
れ
る
全

て
の
方
々
が
そ
の
絶
景
に
感
動

さ
れ
ま
す
。

当
施
設
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
含
め
６
ユ
ニ
ッ
ト
で
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト

名
は
長
崎
の
特
徴
を
活
か
し
、

ま
た
覚
え
や
す
い
名
前
に
し
よ

う
と
入
居
者
様
と
職
員
で
考
え

「
あ
じ
さ
い
」「
つ
つ
じ
」「
シ
ー

ボ
ル
ト
通
り
」「
眼
鏡
橋
通
り
」

「
グ
ラ
バ
ー
」「
ビ
ー
ド
ロ
」
と

名
付
け
ま
し
た
。

当
施
設
の
理
念
で
あ
る
『
笑

顔
の
た
え
な
い
楽
し
い
暮
ら
し

を
支
え
「
寄
り
添
う
介
護
」
を

目
指
す
』『
家
庭
的
な
雰
囲
気

づ
く
り
に
努
め
「
心
の
こ
も
っ

た
介
護
」
を
目
指
す
』
を
常
に

想
い
、
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
当
施
設
は
口
腔
機

能
向
上
委
員
会
を
主
軸
に
協
力

歯
科
医
に
よ
る
定
期
的
な
検
診

や
訪
問
診
療
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
口
腔
ケ
ア
の
指
導
や
嚥
下

専
門
医
に
よ
る
適
切
な
食
事
形

態
の
見
極
め
等
を
実
施
し
、『
多

職
種
協
働
』で
入
居
者
様
に「
最

期
ま
で
口
か
ら
食
べ
る
喜
び
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と

日
々
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
プ
レ
ジ
ー
ル
の
丘
夏
祭
り
】

当
施
設
は
、
毎
年
施
設
の

夏
祭
り
を
長
崎
市
最
大
イ
ベ
ン

ト
夏
の
風
物
詩
で
も
あ
る
「
長

崎
み
な
と
祭
り
」
の
花
火
大

会
の
日
に
合
わ
せ
開
催
し
て
い

ま
す
。
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
会

場
と
し
、
入
居
者
様
を
は
じ
め

家
族
様
、
地
域
の
皆
様
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。そ

の
日
は
職
員
も
浴
衣
・

甚
平
に
着
替
え「
お
も
て
な
し
」

を
し
ま
す
。
複
数
あ
る
屋
台

の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
好
き
な
も
の

を
食
べ
て
い
た
だ
い
た
り
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
抽
選
会
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
等
へ
の
参
加
と
、

年
々
嗜
好
を
凝
ら
し
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
お
り
、
最
後
は
長

崎
港
か
ら
上
が
る
花
火
を
み
ん

な
で
見
て
祭
り
を
終
え
る
と
い

う
事
が
毎
年
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
秋
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
＆         

紅
葉
見
物
ツ
ア
ー
】

昨
年
か
ら
の
試
み
で
は
あ

り
ま
す
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
特
養
と

合
同
で
バ
ス
を
貸
切
、
長
崎
市

郊
外
ま
で
外
出
し
紅
葉
を
見
な

が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
企
画
を
行

い
ま
し
た
。
職
員
も
朝
か
ら
お

に
ぎ
り
を
作
っ
た
り
と
大
忙
し

で
し
た
が
家
族
様
の
参
加
も
あ

り
、
入
居
者
様
も
外
で
食
べ
る

食
事
は
普
段
以
上
の
食
欲
が
出

る
様
で
驚
く
ほ
ど
で
し
た
。

【
ク
ラ
フ
ト
籠
つ
く
り
】

身
体
に
障
害
を
持
っ
て
も

入
居
者
様
が
楽
し
く
出
来
る
手

作
業
は
な
い
か
と
職
員
み
ん
な

で
考
え
、
市
の
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。

そ
こ
で
ク
ラ
フ
ト
の
籠
作

り
を
紹
介
さ
れ
、
一
人
の
入
居

者
様
と
職
員
が
基
本
の
作
り
方

を
教
え
て
も
ら
う
た
め
に
１
ヶ

月
ほ
ど
通
い
、
そ
の
後
施
設
で

家
族
様
に
も
呼
び
か
け
、
平
成

25
年
5
月
よ
り
『
か
ご
作
り
教

室
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
で
は
入
居
者
様
に
家
族

様
が
付
添
い
、
た
く
さ
ん
の
参

加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
プ
レ
ジ
ー
ル
の
丘
夏
祭

り
」
で
は
作
品
の
販
売
も
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

ご
近
所
の
小
学
生
が
夏
休
み
の

自
由
工
作
の
作
品
作
り
で
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
素
敵
な
か
ご
を

作
ら
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

【
上
田
か
な
施
設
長
か
ら
】

当
法
人
は
、
法
人
理
念
を

『
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｉ
ａ
ｌ
〜
我
々

は
利
用
者
様
を
家
族
と
捉
え
共

に
喜
べ
る
温
か
い
施
設
を
目
指

す
〜
』
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

入
居
者
様
・
家
族
様
は
色
々

な
思
い
が
あ
る
中
で
当
施
設
を

選
択
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。『
こ
こ
を
選
ん
で
良
か
っ

た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
職
員
一
同
、
日
々
の
自
分

達
の
ケ
ア
を
振
り
返
り
な
が
ら

入
居
者
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｈ
Ｌ
（
Ｑ
ｕ

ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｏ
ｆ 

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ

ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ

＝
暮
ら
し
の
中
の
喜
び
）
を
少

し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

プ
レ
ジ
ー
ル
の
丘
は
来
年

で
開
設
10
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。「
プ
レ
ジ
ー

ル
」
と
い
う
名
の
語
源
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
『
心
地
よ
い
』
と
い

う
意
味
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
と
皆

様
方
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
も
ま
た

こ
れ
ま
で
以
上
に
『
心
地
よ
い

暮
ら
し
の
提
供
』
を
目
標
に
職

員
一
同
理
念
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

右）ユニット玄関
左）口腔機能向上委員会

上
）
甚
平
姿
の
職
員

下
）
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
参
加

右）夏祭りでは作品の販売も
左）クラフトの籠作り教室の様子

上
）
大
村
湾
を
背
景
に
記
念
撮
影

下
）
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓

～ ”Ｆａｍｉｌｉａｌ”を目指して～

福井県民のソウルフード

「やきとりの名門 秋吉」で

やきとりやカラオケを

楽しんでいます。

施設外観と夜景

自然と

ビールが

すすみます。

焼肉店では

ご自分で

肉を焼いて

召し上がります。

男性に人気！

居酒屋外出
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【
今
月
の
相
談
内
容
】

介
護
保
険
報
酬
の
指
定
基
準
の
な

か
で
、
職
員
の
「
常
勤
換
算
」
と
い

う
用
語
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

【
解
説
・
ア
ド
バ
イ
ス
】

介
護
報
酬
の
算
定
に
か
か
る
職
員

の
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
き
、
常

勤
換
算
と
人
員
配
置
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
て
き
ま
す
。
人
員
配
置
に
つ
い

て
は
下
記
の
用
語
解
説
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
常
勤
換
算
に
つ
い
て
は
下

記
の
2
事
例
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

1
職
員
が
常
勤
換
算
1
を
超
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
非
常
勤
職
員

が
常
勤
職
員
な
み
に
残
業
し
て
も
、

超
え
て
い
る
時
間
は
常
勤
換
算
に
は

含
み
ま
せ
ん
。

少
な
い
ケ
ー
ス
か
と
思
い
ま
す
が
、

常
勤
職
員
の
週
あ
た
り
の
労
働
時
間

が
32
時
間
を
下
回
る
場
合
、
32
時
間

で
除
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

兼
務
職
員
の
場
合
は
、
具
体
的
な

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
の
時
間
を
業
務

量
に
対
し
て
突
合
せ
を
お
こ
な
い
、

決
め
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署

で
の
常
勤
換
算
を
計
算
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
辞
令
や
雇
用
契
約
書
の

中
に
お
い
て
も
、
兼
務
職
員
で
あ
る

こ
と
や
そ
の
具
体
的
な
業
務
内
容
を

明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。し

ば
し
ば
、
現
場
内
で
、「
バ
タ
バ

タ
大
変
」
な
ど
の
印
象
や
評
価
に
対

し
て
、
人
員
不
足
を
原
因
と
す
る
場

合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
こ
の
常
勤
換
算
数
を
現
場
内
で

も
把
握
し
具
体
的
な
ケ
ア
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
量
と
つ
き
あ
わ
せ
て
お
か
な

け
れ
ば
、
適
切
な
人
員
配
置
や
役
割

分
担
、
勤
務
表
の
作
成
な
ど
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、「
バ
タ
バ
タ
、
大
変
、」
な

ど
の
印
象
や
評
価
の
原
因
が
、
人
員

不
足
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
の
根
拠

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

こ
れ
ら
に
、
関
連
す
る
研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
監
事
・
社
会
保
険
労
務
士
栗
田
淳
二
）

※
参
考
ま
で
に
常
勤
換
算
シ
ー
ト
を
会
員

　
　

専
用
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

（4）
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間

団
体
の
動
き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
政
府
や
団
体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
利
点
を
説

明
（
９
月
１
日　

第
３
回
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
議
連
）
＝
９
月
号
既
報

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
（
石

原
伸
晃
会
長
）
は
第
３
回
総
会
を
開
き
、
推
進

協
の
井
手
明
利
・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推
進
事

業
室
長
か
ら
個
別
ケ
ア
の
特
徴
や
利
点
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
。

■
８
年
連
続
で
自
然
減
（
９
月
３

日　

人
口
動
態
統
計
）

厚
労
省
が
発
表
し
た
26
年
人
口
動
態

統
計
（
確
定
数
）
に
よ
る
と
、
出
生
数

は
１
０
０
万
３
５
３
９
人
で
前
年
よ
り

２
万
６
２
７
７
人
減
少
。
合
計
特
殊
出
生

率
は
０
・
０
１
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
１
・

42
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
死
亡
者
は

１
２
７
万
３
０
０
４
人
で
４
５
６
８
人
増
え

た
。
こ
の
結
果
、
26
万
９
４
６
５
人
の
自
然
減

と
な
り
、
人
数
・
率
と
も
８
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
か
つ
減
少
と
な
っ
た
。

■
40
兆
円
突
破
は
確
実
（
９
月
３

日　

概
算
医
療
費
）

厚
労
省
が
発
表
し
た
26
年
度
概
算
医
療
費

は
過
去
最
高
の
39
兆
９
５
５
６
億
円
。
こ
の
結

果
、
労
災
や
患
者
自
己
負
担
な
ど
を
含
め
た
国

民
医
療
費
が
40
兆
円
の
大
台
を
突
破
す
る
こ
と

が
確
実
と
な
っ
た
。

■
療
養
病
床
改
革
の
論
点
を
整
理

（
９
月
９
日　

厚
労
省
検
討
会
）

厚
労
省
の
第
２
回
療
養
病
床
の
在
り
方
等

に
関
す
る
検
討
会
が
開
か
れ
、
慢
性
期
医
療
や

提
供
体
制
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
論
点
を
整

理
し
た
。
今
後
、
患
者
の
生
活
や
尊
厳
あ
る
人

生
を
支
え
る
医
療
や
療
養
病
床
の
人
員
体
制
の

在
り
方
、
医
療
計
画
上
の
位
置
付
け
│
な
ど
つ

い
て
議
論
す
る
。

■
高
齢
者
の
住
み
や
す
さ　

日
本

８
位
（
９
月
９
日　

国
際
高
齢
者

援
助
団
体
）

「
ヘ
ル
プ
エ
イ
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

が
発
表
し
た
第
３
回
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
国

ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、
１
位
は
ス
イ
ス
、
２

位
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
3
位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
日
本

は
前
回
よ
り
１
ラ
ン
ク
上
が
っ
て
８
位
だ
っ

た
。
所
得
や
健
康
、
雇
用
な
ど
の
指
数
で
世
界

順
位
を
決
め
て
い
る
。

■
会
長
に
麻
生
財
務
相
（
９
月
９

日　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
介
護
議
連
）

＝
９
月
号
既
報

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
介
護
推
進
議

員
連
盟
は
設
立
総
会
を
開
き
、
会
長
に
麻
生
太

郎
財
務
相
（
副
総
理
）、
幹
事
長
に
武
見
敬
三

参
議
院
議
員
を
選
出
。
今
後
、
介
護
事
業
団
体

の
連
携
を
促
す
な
ど
の
運
営
方
針
を
決
め
た
。

■
１
０
０
歳
以
上　

６
万
人
超
え

る
（
９
月
11
日　

厚
労
省
）

厚
労
省
に
よ
る
と
、
今
年
９
月
１
日

時
点
で
、
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は

６
万
１
５
６
８
人
（
前
年
比
２
７
４
８
人

増
）
で
過
去
最
多
記
録
を
更
新
し
た
。
内
訳

は
男
性
７
８
４
０
人
（
12
・
7
％
）、
女
性

５
万
３
７
２
８
人
（
87
・
３
％
）。

■
実
調
・
調
査
期
間
１
年
へ
拡
大

(

９
月
18
日　

第
１
２
４
回
介
護

給
付
費
分
科
会)

議
題
１
．
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果
検
証

お
よ
び
調
査
研
究
に
係
る
調
査
に
つ
い
て

14
日
に
介
護
報
酬
改
定
検
証
・
研
究
委
員

会
が
整
理
し
た
調
査
方
法
に
基
づ
い
て
調
査
検

討
組
織
の
設
置
要
綱
案
や
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
を
大
筋
で
了
承
し
た
。
調
査
項
目
は(

１)

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス(

２)

中
山
間
地
域
等
で
の
サ
ー
ビ
ス(

３)

リ
ハ
ビ

リ
と
機
能
訓
練
の
機
能
分
化(

４)

介
護
保
険

施
設
等
の
医
療
ニ
ー
ズ(

５)

居
宅
介
護
支
援

と
ケ
ア
マ
ネ
の
実
態(

６)

認
知
症
高
齢
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス(

７)

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評

価
。
10
月
に
も
調
査
に
入
る
。

議
題
２
．
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
等
に
つ
い

て
同
日
、
介
護
事
業
経
営
調
査
委
員
会
が
ま

と
め
た
論
点
に
つ
い
て
論
議
し
た
。
○
厚
労
省

は
こ
れ
ま
で
調
査
期
間
を
「
改
定
２
年
後
の
１

か
月
分
」
と
し
て
き
た
が
、「
季
節
変
動
や
特

殊
要
因
を
除
く
た
め
１
年
分
」
に
変
更
す
る
と

と
も
に
、
26
年
度
と
27
年
度
改
定
の
2
年
分
に

つ
い
て
概
況
調
査
を
実
施
し
、
改
定
後
2
年
後

の
28
年
度
に
実
態
調
査
を
実
施
す
る
方
針
を
説

明
し
た
。
委
員
か
ら
期
間
を
１
年
分
と
す
る
こ

と
に
異
論
は
出
な
か
っ
た
が
、「
借
入
金
も
配

慮
す
べ
き
だ
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で（
経
営
）

判
断
す
べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。
○
大

手
経
済
紙
が
報
じ
た「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
」

に
つ
い
て
厚
労
省
は
「
検
討
し
て
い
な
い
」
と

否
定
し
た
。
○
福
祉
用
具
へ
の
介
護
保
険
適
用

の
選
定
を
３
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
か
ら
年
1
回

程
度
に
早
め
る
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
販
売

に
配
慮
す
る
狙
い
。

議
題
３
．
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
消
費

税
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

厚
労
省
は
26
年
4
月
の
消
費
税
率
８
％
に

対
応
し
た
改
定(

改
定
率
０
・
63
％)

を
参
考

と
し
て
議
論
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
委

員
か
ら
「（
介
護
事
業
者
は
）
３
％
ア
ッ
プ
に

も
対
応
で
き
て
お
ら
ず
、
前
回
改
定
を
十
分
検

証
し
て
か
ら
議
論
す
べ
き
だ
」「
今
回
改
定
で

補
足
給
付
の
考
え
方
や
基
準
費
用
額
を
抑
え
た

こ
と
は
適
切
で
な
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
出

た
。
今
後
、
さ
ら
に
論
議
を
進
め
る
。

■
高
齢
化
率
26
・
７
％
で
過
去
最

高
（
９
月
20
日　

総
務
省
発
表
）

総
務
省
は
９
月
21
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、

同
月
15
日
現
在
、
65
歳
以
上
人
口
３
３
８
４
万

人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
26
・
７
％
と
い
ず

れ
も
過
去
最
高
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

■
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
を
表
明
（
９

月
24
日　

安
倍
首
相
）

安
倍
首
相
は
自
民
党
総
裁
再
選
後
の
記
者

会
見
で「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
新
た
な
３
本
の
矢
」

と
し
て
①
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
②
夢
を

紡
ぐ
子
育
て
支
援
③
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保

障
│
を
掲
げ
た
。
社
会
保
障
関
係
の
実
現
項
目

は
「
合
計
特
殊
出
生
率
１
・
８
」（
26
年
１
・
42
）、

「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」（
特
養
待
機
解
消
の
た
め
の

介
護
施
設
整
備
や
人
材
育
成
な
ど
）を
示
し
た
。

■
社
福
法
等
改
正
案
は
継
続
審
議

（
９
月
25
日　

国
会
閉
会
）

第
１
８
９
回
通
常
国
会
が
事
実
上
、
閉
会

と
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
を
柱
と
す
る
社

会
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
案
は
継
続
審
議
と

な
っ
た
。
招
集
さ
れ
る
次
の
国
会
で
審
議
さ
れ

る
見
通
し
。

■
社
福
の
26
％
が
赤
字(

９
月
29

日　

福
祉
医
療
機
構
調
査)

福
祉
医
療
機
構
の
25
年
度
社
会
福
祉
法
人

調
査
に
よ
る
と
、
全
体
の
26
・
２
％
が
赤
字
経

営
で
人
員
確
保
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
。
４
年
前
の
調
査
よ
り
赤
字
経
営
の
割

合
が
増
え
て
お
り
、
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る

ほ
か
、
設
立
年
数
に
応
じ
て
設
備
投
資
や
新
た

な
事
業
展
開
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
│
な

ど
と
し
て
い
る
。

■
虐
待
で
運
営
会
社
を
立
ち
入
り

検
査(

９
月
29
日　

厚
労
省)

　

大
阪
府
豊
中
市
の
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
で
虐
待
が
あ
っ
た
問
題
で
、
厚
労
省
は
岡
山

市
に
あ
る
運
営
会
社
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
介
護

保
険
法
に
基
づ
い
て
立
ち
入
り
検
査
し
た
。

ズバリ回答！人事・労務のお悩み �
常
勤
換
算
�
�
計
算
�
�
�

常勤職員が週 40時間、1日 8時間、週 5日勤務として計算します。
事例 1: 常勤職員 5名の場合
　→　5名× 8時間 /日× 5日勤務 /週÷ 40時間 ( 就業規則 )
　　=  5 名（常勤換算数）

事例 2: 非常勤職員 2名、1日 8時間、週 4日勤務の場合
　→　2名× 8時間 /日× 4日勤務 /週÷ 40時間 ( 就業規則 )
　　=1.6 名（常勤換算数）

�
用
語
解
説
��

人
員
配
置
�
�
�

特
養
に
お
い
て
は
、

日
中
の
時
間
帯
と
夜

間
・
深
夜
の
時
間
帯
を

含
め
て
、
入
居
者
数
に

対
し
看
介
護
職
員
（
常

勤
配
置
換
算
）
を
3
対

1
以
上
の
比
率
で
配
置

す
る
決
ま
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

月
平
均
で
3
対
1
以
上

の
比
率
に
な
る
介
護
職
員
・
看
護
職
員
を
配
置

し
て
い
れ
ば
い
い
の
で
、
日
中
、
何
人
の
職
員

を
配
置
す
る
か
は
、
そ
の
施
設
の
考
え
方
で
決

め
て
良
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
員
配
置
の
求
め
方
は
？

常
勤
換
算
法
で
介
護
職
、
看
護
職
の
人
数
を

出
し
ま
す
が
、
ま
ず
、
歴
月
（
1
日
か
ら
月
末

ま
で
）
の
延
べ
勤
務
時
間
数
を
す
べ
て
足
し
（
た

だ
し
、
常
勤
が
勤
務
す
べ
き
時
間
を
超
え
た
時

間
は
含
ま
な
い
。
例
え
ば
会
議
等
で
の
残
業
な

ど
）、
そ
れ
を
前
年
度
の
平
均
入
居
者
数
（
前
年

度
入
居
者
利
用
延
べ
人
数
を
前
年
度
日
数
で
割

る
）
で
割
る
こ
と
で
、
入
居
者
数
対
職
員
数
が

出
ま
す
。

例
え
ば
、
定
員
1
０
０
名
で
看
介
護
職
員
数

が
50
名
の
場
合
は
、
１
０
０
÷
50
＝
２
、
利
用

定
員
に
対
し
て
２
対
１
と
な
り
ま
す
。
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